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第
２
章

古
代
～
平
安
時
代
ま
で

歴
史
の
勉
強
は
、

一
般
的
に
は
残
さ
れ
た
記
録

（古
文
書
と
い
い
ま
す
）
を
調
べ
て
進

こ
も

ん

じ
よ

め
ま
す
が
、
文
字
な
ど
の
記
録
が
な
い
時
代
は
、
残
さ
れ
た
貝
塚
や
土
器
、
住
居
跡
な
ど

の
遺
跡
を
調
べ
ま
す
。

枕
崎
市
に
は
、
縄
文
時
代

・
弥
生
時
代
を
通
し
て
、

の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
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特
に
、
市
の
中
央
を
流
れ
る
花
渡
川
流
域
と
支
流
の
中
洲
川
流
域
は
、
古
く
か
ら
多
く
の

け

ど

種
類
の
遺
物
を
出
土
し
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
で
は
、
縄
文
式
文
化
が
早
く
開
け
た
と
こ
ろ
と
し
て
、
北
薩
の
大
口

・
出
水
を
中
心
と
す
る
地
域
、
鹿

児
島
市
と
そ
の
周
辺
の
地
域
、
南
薩
の
知
覧
を
中
心
と
す
る
地
域
の
３
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、
枕
崎
に
も
多
く
の

遺
跡
が
あ
る
の
で
す
。

枕
崎
付
近
で
も
、
７
、
８
０
０
０
年
前
～
１
万
年
前
ぐ
ら
い
に
は
、
穴
居
生
活
や
狩
猟
生
活
を
営
ん
で
い
た
人
々

が
い
た
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
市
の
代
表
的
な
遺
跡
と
し
て
、
「松
之
尾
遺
跡
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。
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「松
之
尾
遺
跡
」
は
、
花
渡
川
河
口
の
左
岸
に
発
達
し
た
海
岸
砂
丘
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
砂
丘
は
、
標
高

ｍ
、

け

ど

22

幅
１
０
０

ｍ
、
長
さ
６
０
０

ｍ
ぐ
ら
い
あ

っ
て
、
遺
跡
は
西
側
寄
り
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
数
度
に
亘
る
調
査
の
結
果
、
広
さ
は
海
岸
寄
り
の
約
４
０
０
０
㎡
で
、
地
表

か
ら
約

㎝
～
４

ｍ
の
地
下
に
遺
構
や
遺
物
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
壺
形
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土
器
、
高
坏
・坩
な
ど
の
多
種
多
様
な
土
器
類
、
剣
・
刀
子
な
ど
の
鉄
器
類
が
出
土
し
ま
し

た
か
つ
き

か
ん

と

う

す

た
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「松
之
尾
遺
跡
」
は
、
弥
生
時
代
終
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭

に
か
け
て
の
埋
葬
遺
跡
で
あ
る
こ
と
、
砂
丘
自
体
の
活
用
は
、
弥
生
時
代
中
期
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
判
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「松
之
尾
遺
跡
」
か
ら
は
、
南
海
産
の
ゴ
ホ
ウ
ラ
と
い
う
貝
を
使

っ

た
腕
輪

（下
写
真
）
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
弥
生
時
代
後
期
に
な
る
と
、
貝

に
代
わ

っ
て
銅
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
南
九
州
で
は
依
然
と
し

て
、
大
型
で
加
工
し
や
す
く
光
沢
の
あ
る
南
海
産
の
貝
が
、
使
わ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ゴ
ホ
ウ
ラ
製
腕
輪
は
、
熊
本
県
や
福
岡
県
の
遺
跡
で
も
発
見
さ

れ
、
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
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か
な
り
昔
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
と
い
っ
て
も
、
「枕
崎
で
○
○
な
こ
と
が
あ

っ
た
」
「○
○
と
い
う
人
が
活
躍

し
た
」
な
ど
、
具
体
的
な
こ
と
が
わ
か
る
の
は
、
ま
だ
ま
だ
先
の
話
で
す
。

日
本
史
で
は
、
４
世
紀
に
大
和
朝
廷
が
で
き
て
、
日
本
と
い
う
国
が
徐
々
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
き
ま
す
が
、
南

薩
地
方
が
歴
史
に
登
場
す
る
の
は
、
平
安
時
代
で
す
。

平
安
時
代
は
、
藤
原
氏
の
勢
力
が
衰
え
る
と
、
武
士
の
平
家

・
源
氏
の
勢
力
が
強
く
な
り
ま
す
が
、
平
安
時
代
末

期
に
は
、
南
薩
地
方
で
は
、
「村
岡
平
氏
」
と
呼
ば
れ
る

一
族
が
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
別
府

五
郎
忠
明
と
い
う
人
は
、
「別
府
」
を
領
地
と
し
ま
し
た
。
こ
の

「別
府
」
は
、
今
の
旧
加
世
田
市

・
旧
笠
沙
町

・

旧
坊
津
町

・
枕
崎
市
の
地
域
の
総
称
で
す
。


